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点検ツールのねらいと活用方法のご紹介



点検ツールのねらい





















点検ツールの具体的な活用方法



（再掲）点検の実施手順（例）



点検に手をつける、その前に・・・

本ツールを活用した点検では、特に以下の点にご留意ください。

あくまでも地域のビジョン（上位目標）の実現に照らして、施策や事業間の
効果的な展開を考える

ツールの枠を埋めることを目的とするのではなく、このツールを使った検討を通じて
施策や事業間の連携について、庁内外の関係者と振り返ることを重視する

振り返りで気づいた視点や課題を、次の計画の策定につなげる
具体的な施策や事業の組み立て方は、様々なマニュアルや手引きを参照する



（再掲）本ツールによる点検の流れ



点検ツール 使い方

1. 視点に関する現在の取り組みの洗い出し

この視点に関連しそうな、
現在実施している取り組み
を書き出す

左の欄に書いた
取り組みのねらいを
書き出す

目標値など指標を
設定していれば記載
※なければ空欄でOK



この視点について、どのような「目指す姿」を掲げているかを探し、書き出す
※介護保険事業計画だけでなく、地域福祉計画等の関連する計画や
長期ビジョンや基本構想、総合計画（総合戦略）なども参照してみる

※計画には位置付けていないが、関係者の間で実質的に合意・共有されている
ものがあればそれを書いても良い

2. 視点に関連した目指す姿の振り返り

点検ツール 使い方



あくまで「仮」で良いので
目指す姿の実現状況を選ぶ

3. 目指す姿の実現状況の仮評価

この視点に関連して、これまでの
取り組みで得られた結果や成果、
地域の“強み”（地域資源）を
洗い出して記載する

右の欄に書いた”強み“も踏まえつつ、上の欄で
選択した実現状況をさらに高めていくために
解決すべき要因を考えて、書き出す
※「要因の例」の解説も参照

点検ツール 使い方



これはあくまでも例示だが、
誰にとっての要因か、視点を
ヒントにして各地域での
要因の洗い出しを進める

3. 目指す姿の実現状況の仮評価

点検ツール 使い方



前の項目で洗い出した要因のなかから、特に解決すべきと考えられる要因を選ぶ
※ここでは一旦、「仮の絞り込み」で良い
※このあと、関連する情報やデータを集めて検討してから、改めて検討して要因を
再整理する

4. 解決すべき要因の検討（仮の絞り込み）

点検ツール 使い方



これはあくまでも例示だが、
誰にとっての要因が特に重要な
のかを検討して記載する
※この視点での検討の手掛かり
として、参考文献も活用

4. 解決すべき要因の検討（仮の絞り込み）

点検ツール 使い方



情報やデータが利用可能かに捉われず、
ひとまず「知りたいこと」を挙げる

「知りたいこと」に関連
する情報やデータを
集めて簡記する

5. 知りたいことの洗い出し、利用可能な情報の収集・整理

点検ツール 使い方



既存の指標やデータ等で、
この視点に関連して使える
可能性のあるものを例示

ここにある指標やデータに
限らず、各地域（あるいは
各課）で独自に把握して
いる情報・データも参照

5. 知りたいことの洗い出し、利用可能な情報の収集・整理

点検ツール 使い方



これまでの取り組み結果を踏まえ、この視点に
おいて施策・事業を、「目指す姿」に、
より効果的に近づくものとするための工夫、
改善方策を検討し記載する

6. 確認結果を踏まえた今後の取り組みの検討

この視点での検討と併せて、多職種連携や庁
内外連携など、「体制」に関する工夫や改善方
策についても、必要に応じて記載する

点検ツール 使い方



各視点で検討した結果を踏まえ、
点検結果の総括をまとめて記載する
各視点で検討した結果を踏まえ、
点検結果の総括をまとめて記載する
各視点で検討した結果を踏まえ、
点検結果の総括をまとめて記載する
各視点で検討した結果を踏まえ、
点検結果の総括をまとめて記載する

6. 確認結果を踏まえた今後の取り組みの検討

点検ツール 使い方



（再掲）点検の実施手順（例）




